













































































土地使用の自由をもたらし、濫 に事業を転々する人民を嘆 ねばならない。企業や経営の無謀のみか その企業体を支える伝統をもった技術、科学理論、の裏付がないのである。形式が先に立った上からの社会改革が急であった結果 それらが軌道にのるために要求される無理である。他方、新 い文化 接し得ない地域もあって、しば くの聞は世の激変を他所に、変らぬ生活を続けている藩もある。
新しい社会機構の中で生活するために、適応性を身につけよう
































































は歳入の不足を補うため存在すべきであるのに、大隈は歳入は歳出を上廻ると天下に発表した。こ 聞の矛盾を解くようにと述ぺ、政策の不統一は人心が動揺し、国家善良の策にあ ず叉、諸省中に百万前後の金を濫費しているのに貧弱の人民に諸税を増加しては人民を苦しめることになり ひいては政府 存在が危くなると言うのでる。この三十日の、日記と伊蔵宛 手紙 対し、三十一日伊藤
〆から返事、的人、夕方、木戸から伊藤へ、更に大
久保の意、即ち廟議の結論 伝えるために伊藤が訪問し いる。
が木戸にと勺ては、「意外とも案外とも終管安堵いたす不能。（中略）此義付而は再御光来は御用捨相願度」 のであった。更に十二月六日、『木戸日記』は、「有司多く名争ひ功を貧るの弊増長数百年世襲の士族を速急減却せんとす。余これを憂ふ久し」として建吾一目するのである。木戸論の抵抗は強いが、す に第三回廟議があり、家様、官穣税、家離奉置制度が決定されている。伊藤の強調にもかかわらず、木戸案 問題にされず廟議は終ったが、一二条は岩倉にあてて木戸案を考慮したい文をよせている。全く決定的である 、なお発表に踏切れず十四日に第四回廟議が開か ている。一方木戸は十五日夜も決定を知らず、岩倉宛に二十一日彼の結論の不可を記し いる。木芦は肯じないが、大久保の決心ついて のである。「四方人心陶々」「其着手順序 不誤候得は、何も憂るに足らず候得共 若 歩を違之侯得ば、終 不可救時宜に立至」と言っている。
木戸の混情、抽象的、比較的組雑な文面に対し、大久保は具体



































































そ れ は 、
付再び支配者層に転化した士族伸被支
配者層に転落する士族
でそれハ＼各分野での開拓者であった。
叉、い．伺の相互間で、政府要人達 同階級出身の 達を平
・毛.
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民が持つ様な意識で蔑視できず、微温的に解決するのである。
付から的：・・：古い権威や型を本質的な意味で払拭できない人々
によって創られた国家
州円から何・；：・温存保護された結果が前提となった人々による近
代化である
。
村：：：付何者によらねばでき上らぬ維新の改革であっ
た
っ
一 三 四
これらの中に封建性の非払拭、生産機構の半端ずつを残しなが
らの発展、等という日本の特殊性がみられる
。
が併し急進的な問
題にばかりではなく、残された前述の半封建色の濃い士族層の中に、だが存在する開明性が何故消去って行くのか、それはいわゆる必然性かどうか、表現の仕方、取上げ方に他の方法があるのではないか と考えられた。
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